
主
要
参
考
文
献
一
覧

『
古
事
記
・
祝
詞
』
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

『
日
本
書
紀
』
上
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

『
日
本
書
紀
』
下
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

『
魂
志
東
夷
伝
』
岩
波
文
庫
一
九
五
一
年

一
九
五
八
年

一
九
六
七
年

一
九
六
五
年

『
後
漢
書
倭
伝
』
岩
波
文
庫
一
九
八
五
年

『
古
語
拾
遺
』
岩
波
文
庫
　
岩
波
書
店
一
九
八
五
年

『
北
山
抄
』
神
道
大
系
　
神
道
大
系
編
纂
会
一
九
九
二
年

『
江
家
次
第
』
神
道
大
系
　
神
道
大
系
編
纂
会
一
九
九
丁
年

『
令
集
解
』
国
書
刊
行
会
一
九
二
四
年

『
令
義
解
』
国
史
大
系
　
吉
川
弘
文
館
一
九
五
一
年
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『
延
書
式
』
第
三
巻
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
会

『
儀
式
・
内
裏
式
』
『
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
一

『
大
内
裏
図
考
証
』
第
三
　
新
訂
増
補
故
実
叢
書

『
先
代
旧
事
本
記
』
批
評
社
　
二
〇
〇
一
年

『
三
国
史
記
』
　
国
書
刊
行
会
一
九
七
一
年

『
三
国
遺
事
』
国
書
刊
行
会
一
九
七
一
年

一
九
二
八
年

儀
式
・
内
裏
式

（
財
）
　
神
道
大
系
編
纂
会
一
九
八
〇
年

第
八
回
　
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社
　
吉
川
弘
文
館
一
九
五
二
年

『
旧
約
聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
一
九
九
五
年

『
万
葉
集
』
二
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

『
万
葉
集
』
三
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

一
九
五
九
年

一
九
六
〇
年



『
捜
神
記
』
東
洋
文
庫
　
平
凡
社
一
九
六
四
年

『
教
訓
抄
』
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
岩
波
書
店
一
九
七
三
年

『
室
町
物
語
集
』
第
四
巻
　
角
川
書
店
一
九
七
六
年

「
明
宿
集
」
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
　
わ
ん
や
書
店
一
九
六
九
年

『
伴
信
友
全
集
』
第
一
国
書
刊
行
会
一
九
〇
七
年

『
謡
曲
集
』
下
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
一
九
六
三
年

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
七
巻
　
歌
謡
・
声
明
編
　
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
一
九
八
四
年

『
神
道
大
辞
典
』
平
凡
社
一
九
三
七
年
～
一
九
四
〇
年

『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社
一
九
八
九
年

『
雲
州
消
息
』
『
新
猿
楽
記
・
雲
州
消
息
』
現
代
思
潮
社
一
九
八
二
年

『
日
本
昔
話
通
観
』
第
二
巻
　
青
森
　
同
朋
舎
一
九
八
二
年

『
日
本
美
術
全
集
』
第
一
巻
　
原
始
造
形
縄
文
弥
生
古
墳
時
代
の
美
術
　
講
談
社
一
九
九
四
年

『
文
化
人
類
学
事
典
』
弘
文
堂
一
九
八
七
年

『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
年

『
邦
楽
百
科
辞
典
』
音
楽
之
友
社
一
九
八
四
年

青
木
保
「
神
が
降
り
る
」
『
現
代
思
想
』
く
0
－
．
〓
石
七
一
九
八
四
年
七
月

赤
坂
憲
雄
『
境
界
の
発
生
』
砂
子
屋
書
房
一
九
八
九
年

赤
松
智
成
・
秋
葉
隆
『
朝
鮮
巫
俗
の
研
究
』
下
巻
　
大
阪
屋
号
書
店
一
九
三
八
年

秋
葉
隆
　
『
朝
鮮
巫
俗
の
現
地
研
究
』
　
名
著
出
版
一
九
五
〇
年

上
尾
市
教
育
委
員
会
『
上
尾
の
神
楽
と
神
楽
師
』
一
九
九
九
年

新
井
恒
易
『
続
中
世
芸
能
の
研
究
－
田
楽
を
中
心
と
し
て
』
新
読
書
社
一
九
七
四
年

天
野
文
雄
「
吉
田
家
に
よ
る
『
翁
の
大
事
』
伝
授
の
実
態
－
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
資
料
を
中
心
に
⊥
『
芸
能
史
研
究
』
第
二
六
号
一
九
九
二
年
一
月
　
の
ち
『
翁
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猿
楽
研
究
』
和
泉
書
院
一
九
九
五
年
に
所
収

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
一
九
八
四
年

鮎
貝
房
之
進
『
「
花
郎
致
」
　
「
白
丁
敬
」
　
「
奴
婦
敬
」
』
国
書
刊
行
会
一
九
七
三
年

阿
南
町
町
誌
編
纂
委
員
会
『
阿
南
町
誌
』
下
巻
一
九
八
七
年

新
井
恒
易
『
中
世
芸
能
の
研
究
』
新
読
書
社
一
九
七
〇
年

新
井
恒
易
『
能
の
研
究
－
古
猿
楽
の
翁
と
能
の
伝
承
』
新
読
書
社
一
九
六
六
年

森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
森
町
史
』
資
料
編
五
一
九
九
六
年

有
山
大
五
・
石
内
徹
・
馬
渡
憲
三
郎
編
『
追
空
・
折
口
信
夫
事
典
』
勉
誠
出
版
二
〇
〇
〇
年

庵
原
健
　
「
つ
ぶ
ろ
さ
し
」
　
『
佐
渡
史
学
』
第
二
集
　
佐
渡
史
学
会
一
九
六
〇
年

池
田
弥
三
郎
　
「
さ
ん
ば
の
語
源
を
遡
る
」
『
季
刊
邦
楽
』
第
七
号
一
九
七
四
年
　
四
月

池
田
弥
三
郎
「
芸
能
の
観
客
」
『
芸
能
復
興
』
第
四
号
一
九
五
三
年
八
月

池
田
弥
三
郎
　
「
雪
祭
り
と
芸
能
史
」
『
池
田
弥
三
郎
著
作
集
』
第
三
巻
　
角
川
書
店
一
九
七
九
年

石
井
一
窮
「
も
ど
き
の
理
念
－
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
て
－
」
『
儀
礼
文
化
』
第
二
号
一
九
八
八
年
四
月

石
井
一
窮
「
儀
礼
的
性
格
を
獲
得
－
西
浦
田
楽
に
み
る
も
ど
き
」
『
儀
礼
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
（
特
集
　
も
ど
き
に
つ
い
て
考
え
る
）
第
六
六
号
一
九
九
二
年
七
月
一
目

石
川
純
一
郎
「
口
寄
せ
の
伝
承
－
八
戸
市
周
辺
の
場
合
－
」
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
四
輯
一
九
七
四
年

石
塚
尊
俊
『
西
日
本
諸
神
楽
の
研
究
』
慶
友
社
一
九
七
九
年

石
塚
尊
俊
「
神
楽
と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
」
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺
』
（
加
藤
九
祀
編
）
　
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
八
四
年

石
塚
尊
俊
　
「
備
中
荒
神
神
楽
の
研
究
」
『
国
学
院
雑
誌
』
第
六
二
巻
第
一
〇
号
一
九
六
二
年

伊
藤
重
吉
・
伊
藤
貝
造
　
共
述
　
『
花
祭
i
解
説
並
に
舞
子
』
一
九
五
二
年

井
浦
芳
信
「
神
道
猿
楽
観
の
展
開
と
秘
伝
の
継
承
－
静
嘉
堂
文
庫
蔵
杉
立
轟
本
『
神
道
猿
楽
伝
』
の
成
立
ま
で
－
」
『
人
文
科
学
紀
要
』
第
五
一
輯
　
国
文
学
・
漢
文
学

Ⅹ
Ⅴ
　
東
京
大
教
養
学
部
人
文
科
学
科
　
国
文
学
研
究
室
・
漢
文
学
研
究
室
編
一
九
九
八
年

井
之
口
章
次
『
日
本
の
葬
式
』
筑
摩
叢
書
一
九
七
七
年
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白
石
昭
臣
『
日
本
人
と
祖
霊
信
仰
』
雄
山
間
一
九
七
七
年

岩
崎
敏
夫
『
東
北
民
間
信
仰
の
研
究
』
上
　
名
著
出
版
一
九
八
二
年

岩
田
勝
「
身
ウ
リ
能
の
形
成
と
伝
播
」
『
山
陰
民
俗
』
第
三
六
号
　
山
陰
民
俗
学
会
一
九
八
一
年

岩
田
勝
「
境
界
の
、
祭
儀
＝
芸
能
、
と
し
て
の
神
楽
」
『
芸
能
』
芸
能
学
会
一
九
九
〇
年
七
月

岩
田
勝
「
大
元
神
楽
現
地
公
開
見
学
記
－
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
一
九
八
二
年

岩
田
勝
「
鎮
魂
の
神
楽
と
神
楽
歌
－
近
世
前
期
に
お
け
る
備
後
の
浄
土
神
楽
と
能
－
」
『
芸
能
史
研
究
』
第
七
一
号
一
九
八
〇
年
一
〇
月

岩
田
勝
「
天
石
窟
の
前
に
お
け
る
鎮
魂
の
祭
儀
」
『
神
楽
』
歴
史
民
俗
学
論
集
一
名
著
出
版
一
九
九
〇
年

岩
田
勝
『
神
楽
源
流
考
』
名
著
出
版
一
九
八
三
年

岩
田
勝
『
神
楽
新
考
』
名
著
出
版
一
九
九
二
年

岩
田
勝
編
『
神
楽
』
歴
史
民
俗
学
論
集
一
名
著
出
版
一
九
九
〇
年

上
田
正
昭
「
神
楽
の
命
脈
」
『
日
本
の
古
典
芸
能
』
第
一
巻
　
神
楽
　
平
凡
社
一
九
六
九
年

上
田
正
昭
『
古
代
伝
承
史
の
研
究
』
塙
書
房
一
九
九
】
年

植
松
明
石
『
神
々
の
祭
祀
』
凱
風
社
一
九
九
一
年

牛
尾
三
千
夫
「
大
元
神
楽
に
つ
い
て
」
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
一
九
八
二
年

牛
尾
三
千
夫
「
大
元
神
楽
に
於
け
る
託
宣
の
古
儀
」
『
日
本
民
俗
学
』
第
一
号
　
実
業
之
日
本
社
一
九
五
三
年
五
月
、
の
ち
『
神
楽
と
神
が
か
り
』
に
所
収

牛
尾
三
千
夫
「
神
が
か
り
と
芸
能
」
　
本
田
安
次
編
『
芸
能
　
講
座
日
本
の
民
俗
八
』
有
精
堂
出
版
一
九
七
九
年

牛
尾
三
千
夫
「
備
後
の
荒
神
神
楽
に
つ
い
て
」
五
来
重
編
『
修
験
道
の
美
術
・
芸
能
・
文
学
』
Ⅱ
　
名
著
出
版
一
九
八
一
年
、
の
ち
『
神
楽
と
神
が
か
り
』
に
所
収

牛
尾
三
千
夫
『
神
楽
と
神
が
か
り
』
名
著
出
版
一
九
八
五
年

牛
尾
三
千
夫
『
美
し
い
村
－
民
俗
探
訪
記
』
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
一
九
七
七
年

白
田
甚
五
郎
「
道
行
の
源
流
　
（
上
代
）
」
『
国
語
科
通
信
』
　
十
四
一
九
六
九
年
一
一
月

臼
田
甚
五
郎
■
新
聞
進
一
校
注
・
訳
『
神
楽
歌
・
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
』
日
本
古
典
文
学
全
集
　
小
学
館
一
九
七
六
年

臼
田
甚
五
郎
「
民
俗
芸
能
の
性
格
と
そ
の
美
」
『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
一
四
巻
第
二
号
　
学
燈
社
一
九
六
九
年
八
月
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A
D
．
E
．
イ
ェ
ン
ゼ
ン
著
　
大
林
太
良
・
牛
島
巌
・
樋
口
大
介
訳
『
殺
さ
れ
た
女
神
』
弘
文
堂
一
九
七
七
年

A
．
フ
ア
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
　
（
綾
部
恒
雄
・
綾
部
祐
子
訳
）
『
通
過
儀
礼
』
弘
文
堂
一
九
七
七
年

江
坂
輝
弥
『
土
偶
』
校
倉
書
房
一
九
六
〇
年

エ
ド
モ
ン
ド
・
リ
ー
チ
　
（
青
木
保
・
宮
坂
敬
造
訳
）
『
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
紀
国
屋
書
店
一
九
八
一
年

『
韓
国
巫
俗
と
芸
能
』
図
録
参
照
　
演
劇
博
物
館
編
　
二
〇
〇
二
年

大
島
暁
雄
　
他
編
『
日
本
民
俗
調
査
報
告
書
集
成
　
東
海
の
民
俗
　
静
岡
県
編
』
三
一
書
房
一
九
九
六
年

大
島
建
彦
『
民
俗
信
仰
の
神
々
』
三
弥
井
書
店
　
二
〇
〇
三
年

大
槻
如
電
『
新
訂
舞
楽
図
説
』
左
　
六
合
館
一
九
二
七
年

大
西
昇
「
道
行
的
形
式
に
就
い
て
」
　
『
哲
学
年
誌
　
（
早
稲
田
大
学
）
』
第
二
号
一
九
四
一
年

大
林
太
良
編
『
死
と
性
と
月
と
豊
穣
』
評
論
社
一
九
七
五
年

岡
田
精
司
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
塙
書
房
一
九
九
二
年

岡
田
精
司
編
『
大
嘗
祭
と
新
嘗
』
学
生
社
一
九
七
九
年

小
笠
原
恭
子
『
芸
能
の
視
座
－
日
本
芸
能
の
発
想
』
桜
楓
社
一
九
八
四
年

翁
三
番
里
民
俗
学
・
思
想
的
研
究
会
『
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
－
日
本
・
ア
ジ
ア
演
劇
芸
能
共
同
研
究
』
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
　
二
〇
〇
二
年

小
手
川
善
次
郎
『
高
千
穂
神
楽
』
小
手
川
善
次
郎
遺
稿
出
版
会
一
九
七
六
年

新
井
恒
易
「
新
野
　
伊
豆
神
社
の
芸
能
」
『
中
世
芸
能
の
研
究
』
新
読
書
社
一
九
七
〇
年
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折
口
信
夫
「
翁
の
発
生
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
五
年

折
口
信
夫
「
鬼
の
話
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
〇
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
六
年

折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
六
年

折
口
信
夫
「
日
本
芸
能
の
特
殊
性
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
七
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
七
年

折
口
信
夫
「
能
楽
に
お
け
る
　
「
わ
き
」
　
の
意
義
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
六
年



折
口
信
夫
　
「
巫
女
と
遊
女
と
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
一
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
六
七
年

折
口
信
夫
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
八
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
五
五
年

折
口
信
夫
『
日
本
芸
能
史
六
講
』
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
一
年

加
藤
九
詐
編
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺
』
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
八
四
年

金
田
二
月
助
「
山
の
神
考
」
『
民
族
』
第
二
巻
第
三
号
一
九
二
七
年
三
月

守
屋
毅
編
『
芸
能
と
鎮
魂
』
春
秋
社
一
九
八
八
年

守
屋
毅
編
『
祭
り
は
神
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ー
芸
能
を
め
ぐ
る
日
本
と
東
ア
ジ
ア
1
』
力
富
書
房
一
九
八
七
年

河
竹
登
志
夫
「
「
道
行
」
　
に
み
る
日
本
美
の
特
質
」
『
鈴
木
知
太
郎
古
稀
記
念
国
文
学
論
致
』
一
九
七
五
年

河
竹
繁
俊
『
日
本
演
劇
全
史
』
岩
波
書
店
一
九
五
九
年

神
田
よ
り
子
　
「
下
北
の
能
舞
に
み
ら
れ
る
三
番
里
」
『
三
田
国
文
』
創
刊
号
一
九
八
三
年
一
月

神
田
よ
り
子
「
芸
能
伝
承
」
『
宮
古
市
史
』
民
俗
編
下
巻
　
宮
古
市
教
育
委
員
会
一
九
九
四
年

神
田
よ
り
子
　
「
陸
中
沿
岸
の
廻
り
神
楽
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
二
八
号
　
民
俗
芸
能
学
会
一
九
九
九
年
三
月

北
岸
佑
吉
「
鴨
川
住
吉
の
芸
能
」
『
芸
能
』
第
二
巻
一
一
号
一
九
六
〇
年
一
一
月

吉
川
周
平
「
静
寂
が
破
ら
れ
、
立
ち
上
が
っ
て
走
る
－
護
法
条
の
神
が
か
り
の
表
現
と
環
境
」
『
音
の
フ
ィ
ー
ド
ワ
ー
ク
』
民
博
「
音
楽
」
共
同
研
究
編
一
九
九
六
年

金
聖
培
『
韓
国
の
民
俗
』
韓
国
文
化
叢
書
4
　
成
甲
書
房
一
九
八
二
年

金
両
基
「
白
い
神
と
黒
い
神
の
道
－
翁
源
流
考
i
」
『
祭
り
は
神
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
梅
樟
忠
夫
監
修
・
守
屋
毅
編
　
力
富
書
房
一
九
八
七
年

京
都
国
立
博
物
館
編
『
古
面
』
岩
波
書
店
一
九
八
二
年

倉
林
正
次
「
芸
能
の
伝
播
－
霊
条
神
楽
考
（
二
）
」
『
国
学
院
雑
誌
』
一
九
六
山
年
四
月

319

倉
林
正
次
『
祭
り
の
構
造
』
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
七
五
年

倉
林
正
次
「
祭
り
の
原
形
－
大
嘗
祭
の
行
わ
れ
る
ま
で
…
」
『
大
嘗
祭
を
考
え
る
』
国
学
院
大
学
院
友
会
編
　
桜
楓
社
一
九
九
〇
年

倉
林
正
次
「
鷲
宮
神
社
の
催
馬
楽
神
楽
」
『
埼
玉
県
民
俗
芸
能
誌
』
錦
正
社
一
九
八
〇
年



桑
山
太
市
『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』
錦
正
社
一
九
七
二
年

郡
司
正
勝
「
道
行
の
発
想
」
『
か
ぶ
き
の
美
学
』
一
九
六
三
年

郡
司
正
勝
『
か
ぶ
き
の
美
学
』
演
劇
出
版
社
一
九
七
二
年

郡
司
正
勝
『
古
典
芸
能
　
鉛
と
水
銀
』
西
沢
書
店
一
九
七
五
年

小
林
茂
美
「
韓
神
の
芸
態
伝
承
論
重
囲
韓
神
祭
に
お
け
る
神
宝
舞
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
『
朱
』
第
三
一
号
　
伏
見
稲
荷
大
社

小
林
英
一
「
神
戸
市
の
お
面
掛
け
一
近
代
に
創
始
さ
れ
た
《
翁
》
の
一
演
式
」
『
表
演
』
第
二
号
　
（
財
）
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場

小
林
英
一
「
播
磨
の
お
面
掛
け
一
姫
路
藩
の
遺
風
を
伝
え
る
「
ひ
と
り
翁
」
　
二
」
『
表
演
』
第
三
号
一
九
九
五
年
三
月

小
松
和
彦
『
異
人
論
－
民
俗
社
会
の
心
性
』
青
土
社
一
九
八
五
年

小
松
和
彦
『
憑
霊
信
仰
論
』
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
四
年

小
寺
融
吉
「
新
野
の
雪
祭
」
『
柳
田
国
男
古
稀
祝
賀
記
念
論
集
』
抜
刷
一
九
四
八
年
（
出
版
社
不
明
）

小
寺
融
吉
「
能
楽
が
嗣
い
だ
神
楽
の
伝
統
」
『
民
俗
芸
術
』
第
二
巻
二
号
一
九
二
九
年
二
月

後
藤
淑
　
「
翁
と
神
」
『
芸
能
論
纂
』
錦
正
社
一
九
七
六
年

後
藤
淑
「
宮
廷
御
神
楽
雑
考
」
『
芸
能
』
第
一
八
巻
第
一
号
一
九
七
六
年
一
月

後
藤
淑
「
君
田
楽
ほ
か
」
『
演
劇
研
究
』
第
八
号
　
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
一
九
七
六
年

後
藤
淑
『
続
能
楽
の
起
源
』
木
耳
社
一
九
八
一
年

後
藤
淑
『
中
世
仮
面
の
歴
史
的
・
民
俗
学
的
研
究
』
多
賀
出
版
一
九
八
七
年

後
藤
淑
『
民
間
仮
面
史
の
基
礎
的
研
究
』
錦
正
社
一
九
九
五
年

五
来
重
「
布
橋
大
潅
頂
と
白
山
信
仰
」
『
白
山
‥
立
山
と
北
陸
修
験
道
』
名
著
出
版
一
九
七
七
年

玉
来
重
『
日
本
人
の
死
生
観
』
角
川
書
店
一
九
九
四
年

玉
来
重
『
芸
能
の
起
源
』
角
川
書
店
一
九
九
五
年

五
来
重
『
葬
と
供
養
』
東
方
出
版
一
九
九
二
年

雀
吉
城
（
福
留
範
昭
訳
）
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ン
』
国
文
社
一
九
八
四
年

一
九
八
七
年
六
月

一
九
九
三
年
三
月
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西
郷
信
綱
『
古
事
記
の
世
界
』
岩
波
書
店
一
九
六
七
年

西
郷
信
綱
『
古
事
記
研
究
』
未
来
社
一
九
七
三
年

斎
藤
修
平
「
里
神
楽
研
究
序
説
－
芸
態
研
究
を
め
ざ
し
て
1
－
」
『
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
二
号
一
九
八
五
年

斉
藤
英
喜
「
宮
廷
神
楽
の
神
話
学
－
園
韓
神
祭
儀
の
伎
芸
と
言
説
を
め
ぐ
っ
て
－
」
『
祭
儀
と
言
説
－
生
成
の
　
（
現
場
）
　
へ
』
森
話
社
一
九
九
九
年

阪
倉
篤
義
「
ワ
キ
の
意
味
－
付
、
オ
カ
シ
・
オ
コ
ツ
リ
・
ワ
ザ
オ
キ
ー
」
『
芸
能
史
研
究
』
第
八
四
号
一
九
八
四
年
一
月

桜
井
満
編
『
神
の
島
の
祭
り
イ
ザ
イ
ホ
ー
』
雄
山
間
一
九
七
九
年

桜
井
徳
太
郎
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
』
上
巻
　
吉
川
弘
文
館
一
九
七
四
年

桜
井
弘
人
「
遠
山
霜
月
祭
の
面
－
そ
の
構
成
の
あ
り
方
と
変
容
過
程
」
『
遠
山
の
霜
月
祭
考
』
後
藤
総
一
郎
・
遠
山
常
民
大
学
編
　
南
信
州
新
聞
社
出
版
局
一
九
九
三

年桜
井
弘
人
　
「
新
野
雪
祭
に
つ
い
て
－
サ
イ
ホ
ク
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
飯
田
市
美
術
博
物
館
　
研
究
紀
要
』
第
五
号
一
九
九
五
年
三
月

桜
井
満
編
『
久
高
島
の
祭
り
と
伝
承
』
桜
楓
社
一
九
九
一
年

佐
々
木
宏
幹
・
村
武
精
一
編
『
宗
教
人
類
学
』
新
曜
社
一
九
九
四
年

佐
々
木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
人
類
学
』
弘
文
堂
一
九
八
四
年

佐
々
木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
世
界
』
講
談
社
一
九
九
二
年

佐
々
木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
‥
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
憑
霊
の
文
化
』
中
央
公
論
社
一
九
八
〇
年

山
陰
民
俗
学
会
『
神
楽
と
風
流
』
島
根
日
日
新
聞
社
一
九
九
六
年

C
．
プ
ラ
ッ
カ
ー
（
秋
山
さ
と
子
訳
）
『
あ
ず
さ
弓
』
　
（
上
・
下
）
　
岩
波
書
店
一
九
七
九
年

島
根
県
邑
智
郡
桜
江
町
教
育
委
員
会
刊
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
一
九
八
二
年

下
野
敏
見
　
「
鹿
児
島
県
の
祭
り
と
芸
能
」
『
祭
り
と
芸
能
の
旅
　
六
　
九
州
・
沖
縄
』
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
七
八
年
五
月

白
石
光
邦
『
祝
詞
の
研
究
』
至
文
堂
一
九
四
一
年

白
水
寛
子
　
「
木
曽
御
嶽
講
の
御
座
」
『
山
の
祭
り
と
芸
能
』
宮
家
準
編
　
平
河
出
版
社
一
九
四
八
年

新
谷
尚
紀
『
日
本
人
の
葬
儀
』
紀
伊
国
屋
書
店
一
九
九
二
年
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新
谷
尚
紀
『
ケ
ガ
レ
か
ら
カ
ミ
へ
』
木
耳
社
一
九
八
七
年

l
・
E
．
ハ
リ
ソ
ン
　
（
佐
々
木
理
訳
）
『
古
代
芸
術
と
祭
式
』
（
A
n
c
i
e
n
t
 
A
r
t
 
a
n
d
 
R
i
t
u
a
－
）
）
筑
摩
書
房
一
九
六
四
年

ジ
ヤ
ク
リ
ー
ヌ
・
ビ
ジ
ョ
ー
「
お
伽
草
紙
に
お
け
る
道
行
文
」
『
文
学
』
く
0
－
．
四
三
　
岩
波
書
店
一
九
八
七
年
六
月

張
師
励
（
金
忠
鉱
訳
）
『
韓
国
の
伝
統
音
楽
』
韓
国
文
化
選
書
九
　
成
甲
書
房
一
九
八
四
年

趨
興
胤
（
李
恵
玉
編
訳
・
小
川
晴
久
監
修
）
『
韓
国
の
巫
　
‖
　
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
彩
流
社
　
二
〇
〇
二
年

鈴
木
貞
吉
「
石
器
時
代
の
仮
面
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
八
巻
第
九
号
一
九
二
八
年
九
月

鈴
木
菓
三
『
対
馬
の
神
道
』
三
一
書
房
一
九
七
二
年

鈴
木
昭
英
「
越
後
八
海
山
行
者
の
憑
祈
祷
モ
引
座
″
に
つ
い
て
」
『
論
集
　
日
本
人
の
生
活
と
信
仰
』
大
谷
大
学
国
史
学
会
一
九
七
九
年

鈴
木
正
真
∵
野
村
伸
一
編
　
『
仮
面
と
巫
俗
の
研
究
一
日
本
と
韓
国
』
第
一
書
房
一
九
九
九
年

鈴
木
正
崇
「
荒
神
神
楽
に
み
る
現
世
と
他
界
」
『
祭
り
は
神
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
力
富
書
房
一
九
八
七
年

鈴
木
正
崇
「
荒
神
神
楽
に
み
る
自
然
と
人
間
」
『
日
本
民
俗
学
』
第
二
一
五
号
一
九
七
九
年

鈴
木
正
崇
「
神
楽
と
鎮
魂
－
荒
神
祭
祀
に
み
る
神
と
人
」
『
芸
能
と
鎮
魂
』
守
屋
毅
編
　
春
秋
社
一
九
八
八
年

須
永
朝
彦
『
伝
締
』
国
書
刊
行
会
一
九
九
六
年

諏
訪
春
雄
・
川
村
湊
編
『
ア
ジ
ア
稲
作
民
の
民
俗
と
芸
能
』
雄
山
閣
出
版
社
一
九
九
四
年

諏
訪
春
雄
「
花
道
の
誕
生
」
『
文
学
』
四
　
く
0
－
．
五
五
　
岩
波
書
店
一
九
八
七
年

諏
訪
春
雄
「
儀
礼
と
芸
能
－
日
韓
中
祭
祀
の
構
造
」
『
文
学
』
v
O
－
．
五
六
　
岩
波
書
店
一
九
八
八
年
八
月

諏
訪
春
雄
・
川
村
湊
編
『
ア
ジ
ア
稲
作
民
の
民
俗
と
芸
能
』
雄
山
間
一
九
九
四
年

徐
廷
範
　
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
同
朋
舎
出
版
一
九
八
〇
年

外
相
南
都
子
「
早
歌
に
お
け
る
道
行
の
研
究
」
秋
山
度
編
『
中
世
文
学
の
研
究
』
一
九
七
二
年

孫
晋
泰
『
朝
鮮
民
談
集
』
郷
土
研
究
社
一
九
三
〇
年

高
岡
功
「
〝
病
人
″
を
ム
シ
ロ
で
囲
い
〝
仏
″
に
す
る
話
－
岩
船
郡
山
北
町
山
熊
踊
丁
重
」
『
高
志
路
』
通
巻
第
二
二
八
号
　
新
潟
県
民
俗
学
会
一
九
七
三
年

高
木
敏
雄
『
日
本
の
伝
説
集
』
「
怨
霊
伝
説
－
女
殺
し
」
武
蔵
野
書
院
一
九
二
二
年
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高
松
敬
吉
『
巫
俗
と
他
界
観
の
民
俗
学
的
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
一
九
九
三
年

竹
内
幸
夫
『
大
元
神
楽
』
柏
村
印
刷
株
式
会
社
出
版
部
一
九
九
五
年

武
田
明
『
日
本
人
の
死
霊
観
　
四
国
民
俗
誌
』
三
一
書
房
一
九
八
七
年

滝
川
政
次
郎
『
遊
女
の
歴
史
』
至
文
堂
一
九
六
五
年

田
中
允
編
『
未
刊
謡
曲
集
　
続
一
四
』
古
典
文
庫
一
九
九
四
年

田
辺
尚
雄
「
雅
楽
の
源
流
」
　
『
日
本
の
古
典
芸
能
』
第
二
巻
　
雅
楽
　
平
凡
社

一
九
七
〇
年

田
辺
尚
雄
「
番
舞
の
こ
と
」
　
国
立
劇
場
第
一
七
回
雅
楽
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
　
国
立
劇
場
事
業
部
一
九
七
四
年

田
辺
尚
雄
『
日
本
音
楽
概
論
』
音
楽
之
友
社
一
九
六
一
年

田
辺
尚
雄
『
日
本
音
楽
史
』
東
京
電
機
大
学
出
版
部
一
九
六
三
年

田
辺
尚
雄
「
雅
楽
と
伎
楽
」
　
岩
波
講
座
日
本
文
学
第
二
一
巻
六
　
岩
波
書
店
一
九
三
一
年

大
藤
時
彦
　
「
芸
能
と
民
俗
学
」
　
『
芸
能
復
興
』
第
一
八
号
一
九
五
八
年
四
月

雀
吉
城
　
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
1
社
会
人
類
学
的
研
究
－
』
弘
文
堂
一
九
八
四
年

張
等
根
　
（
松
本
誠
一
訳
）
『
韓
国
の
郷
土
信
仰
』
第
一
書
房
一
九
八
二
年

朝
鮮
遺
跡
遣
物
図
鑑
編
纂
委
員
会
『
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
　
（
五
）
』
一
九
九
〇
年

次
田
潤
『
祝
詞
新
講
』
明
治
書
院
一
九
二
七
年

津
田
左
右
吉
『
日
本
文
芸
の
研
究
』
岩
波
書
店
，
一
九
五
三
年

角
田
一
郎
　
「
道
行
文
研
究
序
論
」
　
（
一
）
、
（
二
）
『
広
島
女
子
大
学
紀
要
』
一
・
五
一
九
六
六
年
三
月
、
疇
九
七
〇
年
三
月

出
川
清
彦
　
「
清
暑
堂
の
神
宴
」
『
雅
楽
界
』
台
四
八
号
　
小
野
雅
楽
会
一
九
六
八
年
一
〇
月

角
田
一
郎
「
通
行
文
展
開
史
論
」
『
帝
京
大
学
丈
学
部
紀
要
』
一
九
七
八
年
一
〇
月

伝
統
芸
術
の
会
編
『
民
俗
芸
能
靂
伝
統
と
現
代
』
一
九
六
九
年

戸
板
康
二
　
「
松
と
老
人
と
」
『
能
』
第
四
巻
第
二
言
号
　
能
楽
協
会
一
九
五
〇
年
二
一
月

東
儀
信
太
郎
「
番
舞
に
つ
い
て
」
　
国
立
劇
場
第
一
七
回
雅
楽
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
　
国
立
劇
場
事
業
部
一
九
七
四
年
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東
儀
博
「
浦
安
の
舞
と
私
」
『
浦
安
の
舞
五
十
年
』
神
社
音
楽
協
会
一
九
九
〇
年
九
月

豊
島
修
　
「
美
作
の
護
法
ま
つ
り
と
修
験
道
」
『
修
験
道
の
美
術
こ
云
能
・
文
学
Ⅱ
』
五
来
重
編
著
　
名
著
出
版
一
九
八
一
年

豊
田
国
夫
『
日
本
人
の
言
霊
思
想
』
講
談
社
一
九
八
〇
年

鳥
越
憲
三
郎
『
琉
球
宗
教
史
の
研
究
』
角
川
書
店
一
九
六
五
年

鳥
越
文
蔵
「
芸
能
に
お
け
る
道
行
　
（
中
世
）
」
『
国
語
科
通
信
』
一
四
一
九
六
九
年
一
一
月

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
六
五
年

中
村
浩
二
二
隅
治
雄
編
『
雪
祭
り
』
東
京
堂
出
版
一
九
六
九
年

中
山
太
郎
『
日
本
巫
女
史
』
大
岡
山
書
店
一
九
三
〇
年

長
野
県
史
刊
行
会
民
俗
編
編
纂
委
員
会
『
長
野
県
下
伊
那
郡
天
竜
村
坂
部
民
俗
誌
稿
』
一
九
八
五
年
三
月
　
長
野
県
史
刊
行
会
民
俗
編
編
纂
委
員
会

西
田
長
男
『
古
代
文
学
の
周
辺
』
南
雲
堂
桜
楓
社
　
一
九
六
四
年

西
角
井
正
大
『
民
俗
芸
能
』
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
四
　
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
〇
年
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西
角
井
正
慶
「
霊
祭
神
楽
考
垂
隠
岐
芸
能
の
一
面
－
」
『
国
学
院
雑
誌
』
一
九
六
〇
年
二
二
二
月
、

西
角
井
正
慶
『
古
代
祭
祀
と
文
学
』
中
央
公
論
社
一
九
六
六
年

西
角
井
正
慶
『
神
楽
歌
研
究
』
畝
傍
書
房
一
九
四
一
年

西
角
井
正
慶
『
神
楽
研
究
』
壬
生
書
院
一
九
四
三
年

西
角
井
正
慶
『
村
遊
び
』
岩
崎
美
術
社
一
九
六
六
年

西
村
亨
編
　
『
折
口
信
夫
事
典
』
大
修
館
書
店
一
九
八
八
年

西
牟
田
崇
生
編
著
『
祝
詞
概
説
』
　
国
書
刊
行
会
　
一
九
八
七
年

野
上
豊
一
郎
　
『
能
　
研
究
と
発
見
』
岩
波
書
店
一
九
三
〇
年

野
上
豊
一
郎
『
解
註
・
謡
曲
全
集
　
第
六
巻
』
中
央
公
論
社
一
九
三
六
年

能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』
岩
波
書
店
一
九
三
八
年



野
田
安
平
「
浦
安
の
舞
」
　
の
制
定
（
そ
の
こ
」
『
礼
典
』
第
二
五
号
一
九
九
二
年
六
月

野
田
安
平
「
浦
安
の
舞
」
　
の
制
定
　
（
そ
の
二
）
『
礼
典
』
第
二
七
号
一
九
九
三
年
九
月

野
村
伸
一
「
村
山
智
順
が
見
た
朝
鮮
民
俗
」
『
自
然
と
文
化
』
二
〇
〇
一
年
三
月

萩
原
秀
三
郎
『
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
眼
1
　
神
が
か
り
』
図
書
刊
行
会
一
九
七
七
年

萩
原
秀
三
郎
『
目
で
見
る
民
俗
神
』
第
三
巻
　
境
と
辻
の
神
　
東
京
美
術
一
九
八
八
年

橋
本
裕
之
「
「
も
ど
き
」
の
視
線
－
道
化
か
ら
見
た
神
代
神
楽
－
」
相
模
原
市
教
育
委
員
会
編
『
神
楽
と
芝
居
1
相
模
原
及
び
周
辺
の
神
楽
師
と
芸
能
璽
』
一
九
八
九
年

橋
本
裕
之
「
赤
と
青
－
「
も
ど
き
」
を
と
も
な
う
王
の
舞
1
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
六
二
集
一
九
九
五
年
一
月

橋
本
裕
之
「
民
俗
芸
能
再
考
－
儀
礼
か
ら
芸
能
へ
、
芸
能
か
ら
儀
礼
へ
」
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
俗
と
芸
能
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
一
九
九
五
年
七
月

折
口
信
夫
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
巻
　
中
央
公
論
社
一
九
五
四
年

早
川
孝
太
郎
『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
　
未
来
社
一
九
七
一
年

林
崖
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
六
〇
年

比
嘉
康
雄
「
イ
ザ
イ
ホ
ー
」
『
神
々
の
祭
祀
』
（
植
松
明
石
編
）
一
九
九
一
年

肥
後
和
男
『
古
代
伝
承
研
究
』
ア
ジ
ア
図
書
セ
ン
タ
ー
企
画
部
一
九
八
五
年

玄
容
駿
『
済
州
島
巫
俗
の
研
究
』
第
一
書
房
一
九
八
五
年

黄
緑
詩
『
韓
国
人
の
グ
ッ
と
ム
ー
ダ
ン
』
文
音
社
一
九
八
八
年

黄
綬
詩
・
笹
吉
城
・
金
守
男
『
全
羅
道
シ
ツ
キ
ム
グ
ッ
』
悦
話
堂
一
九
八
五
年

福
島
真
人
「
儀
礼
か
ら
芸
能
へ
ー
あ
る
い
は
見
ら
れ
る
身
体
の
構
築
」
『
身
体
の
構
築
学
』
ひ
つ
じ
書
房
一
九
九
五
年

藤
森
裕
治
『
死
と
豊
穣
の
民
俗
文
化
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
年

二
上
山
鎮
守
護
法
祭
記
録
保
存
委
員
会
・
中
央
町
教
育
委
員
会
編
『
両
山
寺
の
護
法
祭
』
　
一
九
八
〇
年

文
化
庁
監
修
『
日
本
民
俗
芸
能
事
典
』
一
九
七
六
牛

堀
一
郎
『
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
講
談
社
一
九
七
一
年

本
田
安
次
・
山
路
興
造
編
『
天
津
司
舞
』
財
団
法
人
観
光
資
源
保
護
財
団
一
九
七
六
年
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本
田
安
次
・
山
路
興
造
『
大
元
神
楽
－
伝
承
さ
れ
た
神
懸
の
古
式
－
』
観
光
資
源
保
護
財
団

本
田
安
次
　
「
宮
廷
御
神
楽
考
」
『
本
田
安
次
著
作
集
　
日
本
の
伝
統
芸
能
』
第
一
巻
　
錦
正
社

本
田
安
次
「
新
野
の
雪
祭
」
『
延
年
』
木
耳
社
一
九
六
九
年

本
田
安
次
「
民
俗
芸
能
の
研
究
に
つ
い
て
J
『
芸
能
復
興
』
第
一
八
号
一
九
五
八
年
四
月

本
田
安
次
『
翁
そ
の
ほ
か
』
明
善
堂
書
店
一
九
五
八
年

本
田
安
次
『
山
伏
神
楽
・
番
楽
』
財
団
法
人
斎
藤
法
報
恩
会
一
九
三
九
年

本
田
安
次
『
神
楽
』
木
耳
社
一
九
六
六
年

本
田
安
次
『
霜
月
神
楽
之
研
究
』
明
善
堂
書
店
一
九
五
四
年

本
田
安
次
『
田
楽
・
風
流
　
（
一
）
』
木
耳
社
一
九
六
七
年

本
田
安
次
『
東
京
都
民
俗
芸
能
誌
』
上
巻
　
錦
正
社
一
九
八
四
年

本
田
安
次
『
日
本
の
祭
と
芸
能
』
錦
正
社
一
九
七
四
年

本
田
安
次
『
本
田
安
次
著
作
集
　
日
本
の
伝
統
芸
能
』
第
六
巻
　
錦
正
社
一
九
九
五
年

本
田
安
次
『
民
俗
芸
能
の
研
究
』
明
治
書
院
一
九
八
三
年

本
田
安
次
編
『
芸
能
－
講
座
日
本
の
民
俗
』
八
　
有
精
堂
一
九
七
九
年

本
田
安
次
編
『
講
座
日
本
の
民
俗
8
　
芸
能
』
　
有
精
堂
出
版
一
九
七
九
年

一
九
七
七
年

一
九
九
三
年
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マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ナ
モ
ウ
／
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ラ
メ
ロ
編
　
（
山
田
恒
人
／
永
田
靖
訳
）
　
国
文
社
一
九
八
九
年

牧
田
茂
「
七
つ
橋
考
」
『
久
高
島
の
祭
り
と
伝
承
』
桜
井
満
編
　
桜
楓
社
一
九
九
一
年

松
浦
康
麿
「
隠
岐
に
於
け
る
葬
祭
霊
神
楽
に
つ
い
て
」
『
山
陰
研
究
』
遠
藤
文
庫
　
第
二
冊
一
九
五
五
年

松
浦
康
麿
「
隠
岐
の
神
楽
」
『
芸
能
復
興
』
第
八
号
一
九
五
五
年

松
浦
康
麿
「
隠
岐
島
の
葬
祭
霊
神
楽
に
つ
い
て
」
『
島
前
の
文
化
財
』
第
二
号
　
隠
岐
島
前
教
育
委
員
会
一
九
七
二
年

松
崎
仁
　
「
道
行
の
二
つ
の
顔
　
（
近
世
）
」
『
国
語
科
通
信
』
一
四
一
九
六
九
年
一
一
月

松
本
信
弘
『
日
本
神
話
の
研
究
』
東
洋
文
庫
　
平
凡
社
一
九
七
一
年



真
弓
常
忠
『
神
と
祭
り
の
世
界
－
祭
祀
の
本
質
と
神
道
－
』
朱
鷺
書
房
一
九
八
五
年

三
浦
秀
宥
「
護
法
条
」
『
美
作
の
民
俗
』
吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
年

水
窪
町
教
育
委
員
会
『
水
窪
　
静
岡
県
磐
田
郡
水
窪
町
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』
水
窪
町
教
育
委
員
会
一
九
六
八
年

水
窪
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
水
窪
町
史
』
下
巻
　
水
窪
町
一
九
八
三
年

三
晶
彰
英
『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』
三
品
彰
英
論
文
集
　
第
二
巻
　
平
凡
社
一
九
七
一
年

三
晶
彰
英
『
古
事
記
大
成
　
神
話
民
俗
篇
』
平
凡
社
一
九
五
八
年

三
品
彰
英
『
古
代
祭
政
と
殻
霊
信
仰
』
三
品
彰
英
論
文
集
　
第
五
巻
　
平
凡
社
一
九
八
三
年

三
晶
彰
英
『
新
羅
花
郎
の
研
究
』
三
品
彰
英
論
文
集
　
第
六
巻
　
平
凡
社
一
九
七
四
年

三
隅
治
雄
「
民
俗
芸
能
研
究
の
歴
史
と
現
状
と
展
望
J
『
民
俗
芸
能
研
究
』
創
刊
号
一
九
八
五
年
五
月

三
隅
治
雄
『
祭
り
と
神
々
の
世
界
』
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
七
九
年

三
隅
治
雄
『
日
本
民
俗
芸
能
概
論
』
東
京
堂
出
版
一
九
七
二
年

松
前
健
『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
』
塙
書
房
一
九
七
四
年

宮
家
準
　
編
『
山
の
祭
り
と
芸
能
』
上
・
下
　
平
河
出
版
社
一
九
八
四
年

宮
家
準
『
修
験
道
儀
礼
の
研
究
』
春
秋
社
一
九
七
一
年

宮
家
準
編
『
修
験
道
辞
典
』
東
京
堂
出
版
一
九
八
六
年

宮
家
登
『
神
の
民
俗
誌
』
岩
波
新
書
一
九
七
九
年

宮
田
登
『
霊
魂
の
民
俗
学
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
一
九
八
八
年
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民
俗
芸
能
研
究
の
会
・
第
一
民
俗
芸
能
学
会
編
『
課
題
と
し
て
の
民
俗
芸
能
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房

一
九
九
三
年

向
山
雅
量
「
雪
祭
り
」
『
日
本
民
俗
研
究
大
系
』
第
六
巻
　
芸
能
伝
承
　
日
本
民
俗
研
究
大
系
編
集
委
員
会
編
　
国
学
院
大
学
一
九
八
七
年

村
武
精
一
『
祭
祀
空
間
の
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
四
年

永
田
衡
吉
「
十
二
座
神
楽
の
源
流
に
つ
い
て
ー
小
国
神
社
の
舞
楽
と
鷲
宮
の
神
楽
－
」
『
民
俗
芸
術
』
第
一
巻
第
二
号
、
第
二
号
一
九
二
八
年
一
月
、
二
月



柳
田
国
男
「
祭
か
ら
祭
礼
へ
」
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
一
〇
巻
　
筑
摩
書
房
一
九
六
九
年

柳
田
国
男
「
石
神
問
答
」
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二
一
巻
　
筑
摩
書
房
一
九
六
九
年

柳
田
国
男
『
日
本
の
祭
』
弘
文
堂
書
房
一
九
四
二
年

柳
田
囲
男
「
巫
女
考
」
『
定
本
柳
田
国
男
』
第
九
巻
　
筑
摩
書
房
一
九
六
九
牛

山
折
哲
雄
　
『
神
か
ら
翁
へ
』
青
土
社
一
九
八
四
牛

山
折
哲
雄
「
方
法
と
し
て
の
「
も
ど
き
」
1
折
口
信
夫
の
場
合
⊥
『
日
本
研
究
』
第
一
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
一
九
八
九
年
五
月

山
折
哲
雄
『
死
の
民
俗
学
』
岩
波
書
店
　
二
〇
〇
四
牛

山
折
哲
雄
『
神
と
翁
の
民
俗
学
』
講
談
社
一
九
九
u
牛

山
折
哲
雄
『
神
と
仏
』
講
談
社
一
九
八
三
牛

山
折
哲
雄
『
日
本
の
神
1
　
神
の
始
原
』
平
凡
社
一
九
九
五
牛

山
折
哲
雄
『
日
本
の
神
3
　
神
の
顕
現
』
平
凡
社
一
九
九
六
年

山
上
伊
豆
母
編
　
呪
祷
と
芸
能
』
講
座
日
本
の
古
代
信
仰
　
第
五
巻
学
生
社
一
九
八
〇
年

山
口
県
教
育
委
員
会
『
山
口
県
文
化
財
概
要
』
一
九
六
二
年

山
口
県
教
育
委
員
会
刊
『
山
口
県
の
文
化
財
』
　
W
九
六
八
年

山
下
文
男
『
昭
和
東
北
大
凶
作
‥
娘
身
売
り
と
欠
食
児
童
』
無
明
舎
出
版
　
二
〇
〇
一
年

山
路
興
造
　
翻
刻
「
戸
宇
栃
木
家
蔵
寛
文
四
年
能
本
」
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
　
第
一
巻
』
三
一
書
房
一
九
七
四
年

山
路
興
造
「
伎
楽
・
舞
楽
の
地
方
伝
播
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
創
刊
号
　
民
俗
芸
能
学
会
編
一
九
八
五
年
五
月

山
路
興
造
「
神
が
か
り
か
ら
芸
能
へ
」
『
祭
り
は
神
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
力
富
書
房
一
九
八
七
年

山
路
興
造
「
西
浦
田
楽
」
『
民
俗
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
集
一
九
六
四
年

山
路
興
造
「
播
州
上
鴨
川
の
翁
舞
」
『
日
本
庶
民
文
化
史
資
料
集
成
』
第
二
巻
　
田
楽
・
猿
楽
　
芸
能
史
研
究
会
一
九
七
四
年

山
路
興
造
『
天
津
司
舞
』
財
団
法
人
観
光
資
源
保
護
財
団
一
九
七
六
年

山
中
嚢
太
『
方
言
俗
語
語
源
辞
典
』
校
倉
書
房
一
九
七
〇
年
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山
根
堅
一
『
備
中
神
楽
』
岡
山
文
庫
　
四
九
　
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
一
九
八
二
年

山
根
堅
一
『
備
中
神
代
神
楽
』
備
中
神
楽
保
存
会
一
九
五
四
年

山
木
九
市
　
『
備
中
神
楽
の
研
究
』
岡
山
民
俗
叢
書
　
第
八
篇
　
中
国
民
俗
学
会
一
九
三
四
年

山
本
修
之
助
『
佐
渡
の
島
』
池
田
屋
書
店
一
九
五
三
年
七
月

横
上
若
太
郎
「
荒
神
か
ぐ
ら
と
ロ
ッ
ク
ウ
神
楽
」
『
岡
山
民
俗
』
第
五
〇
号
一
九
六
二
年
七
月

横
山
正
　
「
浄
瑠
璃
の
道
行
」
『
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
』
一
九
六
三
年

吉
田
敦
彦
『
昔
話
の
考
古
学
』
中
公
新
書
一
九
九
二
年

吉
田
敦
彦
『
縄
文
土
偶
の
神
話
学
』
名
著
刊
行
会
一
九
八
六
年

ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
　
（
高
橋
英
夫
訳
）
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
ー
人
類
文
化
と
遊
戯
』
中
央
公
論
社

R
i
c
h
a
r
d
 
S
c
h
e
c
h
n
e
r
『
B
e
t
w
e
e
n
 
t
h
e
a
t
e
r
 
a
n
d
 
a
コ
t
h
r
O
p
0
－
O
g
y
』
u
n
i
く
e
r
S
i
t
y
 
O
f
 
P
e
コ
n
S
y
－
く
a
n
i
a

ロ
ジ
二
・
カ
イ
ヨ
ワ
　
（
多
田
道
太
郎
・
塚
崎
幹
夫
訳
）
『
遊
び
と
人
間
』
講
談
社
一
九
九
〇
年

早
稲
田
大
学
日
本
民
俗
学
研
究
会
『
木
沢
の
民
俗
－
長
野
県
下
伊
那
郡
南
信
濃
村
木
沢
－
』
一
九
八
六
年

渡
辺
勝
義
『
鎮
魂
祭
の
研
究
』
名
著
出
版
一
九
九
四
年

一
九
七
四
年

p
r
e
s
s
　
一
九
八
五
年
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渡
辺
勝
義
「
平
安
時
代
の
宮
中
祭
祀
に
つ
い
て
－
鎮
魂
祭
の
祭
日
を
中
心
と
し
て
憂
」
『
宗
教
研
究
』
第
六
六
巻
第
四
輯
　
日
本
宗
教
学
会
一
九
九
三
年
三
月

渡
辺
昭
五
編
『
日
本
伝
説
大
系
』
第
七
巻
　
み
ず
う
み
書
房
一
九
八
二
年

渡
辺
伸
夫
「
椎
葉
神
楽
発
掘
」
　
二
三
　
願
の
紐
『
広
報
し
い
ば
』
一
九
九
一
年
一
一
月

渡
辺
伸
夫
「
椎
葉
神
楽
発
掘
」
九
九
　
葬
送
と
神
楽
　
『
広
報
し
い
ば
』
一
九
八
九
年
五
月

渡
辺
伸
夫
「
椎
葉
村
栂
尾
、
葬
送
の
神
楽
「
舞
出
し
」
『
民
俗
と
歴
史
』
第
二
三
号
　
民
俗
と
歴
史
の
会
一
九
九
一
年

渡
辺
伸
夫
『
椎
葉
神
楽
調
査
報
告
書
』
第
二
集
　
椎
葉
神
楽
記
録
作
成
委
員
会
・
椎
葉
村
教
育
委
員
会
編
　
椎
葉
村
教
育
委
員
会
一
九
八
三
年

和
田
清
・
石
原
道
博
編
訳
『
後
漢
書
倭
伝
・
末
書
倭
国
伝
・
隋
書
倭
国
伝
』
岩
波
書
店
一
九
五
一
年

V
．
W
．
タ
ー
ナ
ー
（
山
田
恒
人
・
永
田
靖
訳
）
「
枠
組
み
、
フ
ロ
ー
、
内
省
董
共
同
体
の
リ
ミ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
儀
礼
と
演
劇
」
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
化
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
』
国
文
社
一
九
八
九
年



Ⅴ
・
W
・
タ
ー
ナ
ー
（
梶
原
景
昭
訳
）
『
象
徴
と
社
会
』
紀
伊
国
屋
書
店
一
九
八
一
年

Ⅴ
・
W
・
タ
ー
ナ
ー
（
冨
倉
光
雄
訳
）
『
儀
礼
の
過
程
』
新
思
索
社
一
九
七
六
年

韓
国
語
図
書

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
国
史
編
纂
委
員
合
一
九
七
〇
年

『
韓
国
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
一
九
九
一
年

金
憲
宣
『
韓
国
フ
ア
レ
ン
イ
巫
俗
の
歴
史
と
原
理
』
知
識
産
業
者
一
九
九
七
年

金
泰
坤
『
韓
国
巫
歌
集
』
四
　
集
文
堂
一
九
八
〇
年

金
憲
宣
『
京
畿
道
都
堂
グ
ッ
巫
歌
の
現
地
研
究
』
集
文
堂
一
九
九
五
年

趨
東
一
『
タ
ル
チ
ユ
ム
の
歴
史
と
原
理
』
弘
盛
社
一
九
七
九
年

雀
吉
城
『
韓
国
巫
俗
話
　
二
』
亜
細
亜
文
化
社
一
九
九
二
年

雀
正
如
・
徐
大
錫
　
編
著
『
東
海
岸
巫
歌
』
蛍
雪
出
版
社
一
九
七
四
年

朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
編
纂
委
員
会
『
朝
鮮
遺
跡
遣
物
図
鑑
　
（
五
）
、
（
六
）
』
一
九
九
〇
年

朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
調
査
課
編
『
校
訂
　
大
明
律
直
解
』
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
一
九
三
六
年

千
在
東
「
東
莱
野
遊
研
究
」
『
ソ
ナ
ン
ダ
ン
　
（
城
陸
堂
）
』
韓
国
民
俗
劇
研
究
所
一
九
八
二
年

朴
鎮
泰
『
仮
面
戯
　
（
タ
ル
ノ
リ
）
　
の
起
源
と
構
造
』
セ
文
社
一
九
九
〇
年

朴
鎮
泰
『
河
回
別
神
グ
ッ
仮
面
戯
の
形
成
と
構
造
研
究
』
高
麗
大
学
校
大
学
院
　
博
士
学
位
論
文

一
九
八
八
年

黄
綬
詩
「
ハ
ル
ミ
　
（
姥
）
・
ヨ
ン
ガ
ム
　
（
爺
）
　
ノ
リ
　
（
遊
び
）
　
の
研
究
」
『
梨
花
語
文
論
集
　
第
五
集
』
梨
花
女
子
大
学
韓
国
語
文
学
研
究
所
一
九
八
二
年
二
一
月

黄
綬
詩
『
我
時
代
の
巫
堂
話
』
図
書
出
版
プ
ル
ピ
ッ
　
二
〇
〇
〇
年
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文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
『
文
化
財
大
観
〈
無
形
文
化
財
篇
〉
』
完
八
三
年

季
均
玉
『
東
海
岸
地
域
の
巫
劇
研
究
』
図
書
出
版
バ
ク
イ
ゾ
ン
　
完
九
八
年

季
相
日
『
遊
び
文
化
と
祝
祭
』
成
均
館
大
学
校
出
版
部
　
完
八
八
年

季
杜
鉱
「
韓
国
巫
俗
演
戯
研
究
」
『
学
術
院
論
文
集
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）
』
第
四
〇
集
二
〇
〇
妄

李
杜
鉱
『
韓
国
の
巫
俗
と
演
戯
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
一
九
九
六
年

季
杜
鉱
『
韓
国
仮
面
劇
』
ソ
ウ
ル
大
学
出
版
部
一
九
九
四
年

季
杜
鉱
『
韓
国
仮
面
劇
選
』
教
文
社
一
九
九
七
年

季
杜
鉱
『
韓
国
民
俗
学
論
考
』
学
研
社
一
九
八
八
年

季
能
和
「
朝
鮮
巫
俗
考
」
『
啓
明
』
一
九
二
七
年


